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問  題  



















上での表出であり，そこには自己抑制的な意味も含まれる。   
本研究では，相木（1988）の理論的枠組みにもとづき，自己調整機能を自己抑制的側面と自己  






自己抑制と自己主張における注意のメカニズム   
これまで幼児の自己調整機能に関する研究は，自己の欲求や衝動を抑えるという自己抑制的側  
面を中心に様々な文脈のもとで数多く行われてきた。その中でも，「なぜ自己調整が可能になる  
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らの欲求を抑制しなければならない状況を自己抑制状況，自らの欲求を主張しなければならない  

































ると言える。   
さらに子安・鈴木（2002）は，仲間のうちの誰かが先に使っている対象物について，交渉なし  
にその対象物を獲得しないという，「先占の尊重」原則（山本，1991）との関連から，「被験児が  






























方  法  
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表1紙芝居の内容  
状況  ストーリー  選択肢  
00ちゃん（被験児の名前）がすべり台の順番をならんで待 （A）「やめて」と言う   
自己主張 っている時に，後から来たお友達が順番抜かしをしてきまし （B）あきらめる （C）先生に言う  
た。その時00ちゃんだったらどうしますか。  （D）入れてあげる （E）たたく  
00ちゃんは砂場でスコップを使って遊びたいと思っていま （A）我慢して友達が使い終わるのを   
自己抑制 すが，先に来ていたお友達が使っていて，00ちゃんがr貸 （B）あきらめて別の遊びをする  
して」と言ったら r今使っているからだめ」と言われました。（C）無理やりとる （D）先生に言う  
その時00ちゃんならどうしますか。  （E）もう一度「貸して」と言う  
装置 幼児の行動観察用の8ミリビデオカメラ，三脚，マイクのセットを1組使用した。  























「了解Ⅲ」「了解Ⅲ」の順であった。   
さらに実験場面（自己抑制状況）における被験児の行動を観察するために，同じく新版K式発  











結  果  
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（2）仮想課題 自己抑制状況における反応を表2に示した。  
表2 仮想課題（自己抑制状況）における反応  
貸してと言う  がまんする  先生に言う  あきらめる  とる  合計  
6  13  4  3  0  26   
（一0．04）  （2．15）＊  （－1．18）  （－0．03）   （－1．82）  
年長児  
7  9  4  5  1   
（0．53）  （0．11）  （－1．18）  （l．47）  （－0．92）  
26  
年中児  
5  4  10  1  5  25   
（－0．49）  （－2．29）＊  （2．39）＊  （－1．46）   （2．77）＊＊  
年少児  




とがわかった。   
次に自己主張状況における反応を表3に示した。  
表3 仮想場面（自己主張状況）における反応  
やめてと言う 入れてあげる  先生に言う  あきらめる  たたく   合計  
17  （i  3  0  0  26   
（3．78）＊＊  （－0．59）  （一1．75）  （－1．26）   （－1．98）＊  
年長児  
9  8  4  2  3   
（一0．23）  （0．49）  （－1．18）  （1．23）  （0．53）  
26  
年中児  
2  7  11  1  4  25   
（－3．59）＊＊  （0．10）  （2．96）＊＊  （0．03）  （1．46）  
年少児  
（ ）内は残差。＊匹．05，＊＊p＜．01  
Fisherの直接確率法による検定の結果，年齢による反応の差が有意であった（両側確率：ク＜．01）。  
また，ズ2検定を行い（ズ2（8）＝24．50，ク＜．01），残差分析を行ったところ，年少児では「やめ  
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てと言う」が少なく，「先生に言う」が多いこと，年長児では「たたく」が少なく，「やめてと言  


















表5 仮想課題（自己主張状況）と実験課題  表4 仮想課題（自己抑制状況）と実験課題  
実験  実験  
両低 抑制 主張 両高 合計  両低 抑制 主張 両高 合計  
仮想  
やめてと言う  4  16  2   6   28   
入れてあげる  3  10  2   6   21   
先生に言う  3   8  1  6  18   
あきらめる  0   0   0   3   3  
たたく  2  1  2   2   7  
貸してと言う  3  10 1  4  18  
がまんする  3  14  1  8   26   
先生に言う  2  7  2  7  18   
あきらめる  2   3  1  3   9  
とる  2  1  2  1   6  




は見られなかった。   
同様に，新版K式発達検査の手引きに従って「つみきたたき」において正答した試行数の合計  
を算出し，4試行以上に正答した被験児をプランニング課題高群，それ以外の子どもをプランニ  
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表6 プランニング課題と実験結果  表7 言語課題と実験課題  
両低 抑制 主張 両高 合計  両低 抑制 主張 両高 合計  
プランニング高群 5  27  2 15  49  言語高群   6  29  4 19  58   
プランニング低群 7  9  5  8  29  言語低群   6  7  3  4  20   
これらの結果より，「言語能力とプランニング能力が自己抑制行動と自己主張行動の現れ方に  
関連しているであろう」という仮説（4）はプランニング能力に関してのみ支持された。  
考  察  





















仮想課題と実験課題の関連 仮想課題における反応と，実験課題における反応タイプ（両低，抑  
制，主張，両高）の間の関連は有意ではなく，仮説は支持されなかった。このことの原因として，  




















表8 実験課題（自己主張状況）でのエピソード  
被験児  年齢  自己主張  エピソード  
とまどった表情で実験者を見ながら，「お部屋‥？」とつぶやく。悲しそうに   
なし  ゆっくり立ち上がり，帰りかける。実験者が「おもちヤで遊ばなくてもいい？」  
と聞くと，ぱっと顔を輝かせて「遊ぶ！」と言う。   
年長児   
（5歳11ケ月）  
（Du児  
年少児  「終わった？」と聞く。実験者が「うん，もうみんなのところへ帰ってもい  
なし  
（3歳7ケ月）  いよ。」と言うと，「はーい！おもちゃさんばいば－い！」と言って帰っていく0  
年少児  即座におもちゃの方へ手を伸ばしながら，強い口調で「これ（おもちヤ）は？」  
あり  
（4歳3ケ月）  と聞く。  
③A児  
一瞬動きが止まり，その後ゆっくりと立ち上がるが，おもちゃの前で立ち止   
まりしばらくその場に留まっている。実験者の方を振り返り，「何でここにお   
もちゃがいっぱいあるの？」と聞く。  
年長児   
（5歳8ケ月）  
あり  ④K児  
（注）実験者が「これでお仕事はおしまいです。お部屋に帰ってもいいですよ。」と告げた彼の反応。  
言語能力・プランニング能力と実験課題との関連 表6，7より言語能力を測った「了解」課題  
と実験課題における反応タイプとは関連が見出せなかったが，プランニング能力を測った「つみ  
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